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１．はじめに  

放射性廃棄物を対象とした地下空洞型処分施設の施工性の評価や施工時の品質確認方法等の検討を行うために，

実規模大の施工となる地下空洞型処分施設性能確証試験が実施されている1)．ここでは，地下空洞型処分施設のう

ち区画内充てん材（一般部および上部）の施工性について報告する．区画内充てん材のうち，一般部充てん材は一

辺1.6mの立方体の廃棄体容器間の間隙に打設される高流動モルタルであり，上部充てん材は廃棄体上方に平面状に

打設される高流動コンクリートである．いずれの材料も放射線管理下での施工が想定される部材であり，直接的な

作業を極力必要としない自己充てん性が要求された．また，

ポンプ圧送で施工すると仮定した場合，放射線管理区域の

長さから圧送距離が長いことが想定され，その圧送性が課

題であった．これらのことから，一般部充てん材と上部充

てん材の充てん性と圧送性を評価することを目的に以下の

検討を行った． 

２．試験概要  

本検討では，長距離配管を用いたポンプ圧送試験を地上

にて行い，試験空洞内では充てん性を確認することを目的

とした実規模試験を実施した．試験で用いたコンクリート

およびモルタルは，充てん性や温度影響等を考慮にいれて

選定した配合2)とした． 

３．ポンプ圧送試験 

ポンプ圧送試験では，地上に水平換算距離 300m の配管

を敷設し，世界最大級の圧送能力を持つコンクリートポン

プ車(BSF2107-HP)を用いた（図－1）．吐出量を変化させて

計測したピストンの前面圧を図－2 に示す．図には本試験で

使用したポンプ車と汎用的なポンプ車(NCP13FB)の圧送限

界値を併せて示した．いずれの配合においても吐出量の増

大とともに前面圧が増大した．また，粗骨材を含んだ上部

充てん材の方が前面圧が大きく，ポンプ車への負荷が大き

い結果となった．本施工条件での圧送限界を推定すると，

上部充てん材では吐出量 21m3/h，充てん材では 47m3/h とな

る．一方，本施工条件では汎用的なポンプ車での吐出量に

大きく制限がかかることを確認した． 

４．一般部充てん材 

図－3 に実規模試験の断面図を，図－4 に平面図を示す．

筒先は図中●部に固定し，吐出量を変化させて打設した．
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図－1 地上圧送試験平面図 
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図－2 ピストン前面圧算定値 
 

 
図－3 実規模試験断面図 

コンクリートポンプ車：Putzmeister BSF2107-HP 

配管 水平換算距離 300m 
   内径 100mm 

※実際の配置とは異なるが，本試験で

は模擬廃棄体を一段とし，上部充てん

材はその直上に打設することとした．
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また，レーザー距離計(DIMETIX 製 DLS-B15)を各所に設置し，流

動の状況をリアルタイムに計測した．図－4 中の矢印の経路の流動

勾配を図－5 に示す．間隙幅が広い(260mm)経路では，吐出量の増

大とともに，流動勾配が小さくなった．しかし，間隙幅が狭い

(150mm)経路では，吐出量によらず流動勾配はほぼ一定となった．

この要因には，間隙幅の異なる経路が交差している場合には間隙

幅の広い流れやすい経路を優先して流れること，充てん材が押し

流される力と充てん材と模擬廃棄体との摩擦力が釣り合い，間隙

幅間の流量が定常状態となっていることが推察される． 

５．上部充てん材 

上部充てん材の主な要求性能は操業段階での遮へい性能であり，

部材厚の確保が重要となる．上部充てん材の部材厚の確保には，

材料の流動性が大きく影響する．よって，材料のセルフレベリン

グ性（流動性）を評価することを目的として．吐出量と内部振動

機による振動方法を変化させた試験を実施した．流動状況の計測

は充てん材と同様とした．振動方法は施工ピッチの異なる 3 条件

として，施工範囲を区画した（図－6）．振動は Φ50mm のコンクリ

ート棒形振動機を用いて 5 分毎に 1 回の頻度で実施した．図－７に

吐出量で整理した流動勾配を示す．振動機による振動により流動

勾配が小さくなった．一方，吐出量と流動勾配には明確な関係性

は確認されなかった．これは，施工部位が広範囲であるため，コ

ンクリートが押し流される力が分散されたからと考えられる．ま

た，計測された流動勾配は，指針 3)で示される粉体系高流動コンク

リートの目標流動勾配（1/10～1/20）よりも小さく，良好な流動性

を持っていることが確認された． 

６．まとめ 

一般部充てん材と上部充てん材は，吐出量およびポンプ車の圧

送能力に制限を受けるものの，水平換算距離 300m を圧送可能であ

ることが確認された．一方，流動性に関しては部材形状により違

いはあるが，一般的な粉体系高流動コンクリートよりも流動勾配

が小さく，良好な流動性を持って充てんされることが確認できた．

しかしながら，硬化後の形状がある程度の勾配を持つことは避け

られず，材料や施工方法には改善の余地を残すこととなった． 

なお，本報告は経済産業省からの委託による「管理型処分技術

調査等委託費（地下空洞型処分施設性能確証試験）」の成果の一部

である． 
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図－4 実規模試験平面図（充てん材） 
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図－5 充てん材の流動勾配 
 

 
図－6 上部充てん材の試験概要（平面図） 
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図－7 上部充てん材の流動勾配 

●：筒先

●：筒先

振動頻度=少 
@1,000mm 

振動頻度=多 
@500mm 

振動頻度=無

矢印は図―５で対象とした経路
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